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【背景】

家畜保健衛生所（家保）で取扱う 疾病には、ヨーネ病や鳥インフ

ルエンザ等の法定伝染病の他、牛白 血病や牛ウイルス性下痢・粘膜

病等のように検査結果次第で患畜の 殺処分や淘汰、生産物の出荷制

限等、畜産農家の経営に大きな影響 を与えるものが数多くある。そ

のため検査結果には高い正確性が求 められ、検査の信頼性を確保す

るためには検査精度を管理する体制を整えることが重要である。

国では検査データの信頼性を客観 的に証明できる体制を全国的に

構築することを目的として、平成 27年 度 か ら家畜疾病診断精度管理

向上事業（事業）を実施している。 この事業では、家保の中に検査

部門責任者を置きウイルス・細菌・ 病理・生化学の各検査区分を管

理するとともに、検査部門とは別に 信頼性確保部門責任者を置き検

査の信頼性を確保するための取組を 実施することとしている。具体

的には内部精度管理、外部精度管理 、検査機器の管理を行うことと

している。なお、対象となる検査は ヨーネ病と鳥インフルエンザの

みである（図 1 。）

【目的】

この事業により、国では「家保に おける検査の業務管理要領（要

領 」 や 「 検 査 手 法 お よ び 検 査 機 器 管 理 の 標 準 作 業 書 （ SOP 」 の ひ） ）

な型を作成するとともに、複数の家 保でモデル的に精度管理を実施

している。一方、本県においては具 体的な検討は行っていないため

今年度事業で実施された外部精度管 理（第三者機関による検査精度

の確認）を踏まえて検討を開始した。

【本県の取り組み】

①外部精度管理として 8～ 9月 に 動物 衛生研究部門から送付された

検 体 に つ い て ヨ ー ネ 病 の リ ア ル タ イ ム PC R（ r P C R 、 鳥 イ ン フ）

ル エ ン ザ の ELI S A、 rP C Rお よ び コ ン ベ ン シ ョ ナ ル PC R（ PC R） を

各々の検査担当者が実施した。

②独自精度管理として 11月 に 当 該検 体を用いて担当者以外の病性

鑑定課員による検査を行い、担当者の検査結果と比較した。

③検査機器の精度管理としてピペ ットの取り扱いおよびメンテナ

ンス研修を病性鑑定課内で実施した。

【結果】

①外部精度管理

ヨーネ病 rPCRの 初 回 試験では、検量線のばらつきが大きく不良

と判定されたが、丁寧なピペッテ ィング等の検査手技を見直した



ことにより再試験結果は改善された（図 2 。）

鳥 イ ン フ ル エ ン ザ に つ い て は 、 ELI S A、 r P C Rの 結 果 は 良 好 と 判

定された。 PCRで は 試 料 Bの 特 異遺伝子が検出されず不良という判

定 で あ っ た が 、 再 試 験 で RN A抽 出 手 技 を 見 直 し た と こ ろ 結 果 は 改

善された（図 3 。）

②独自精度管理

ヨ ー ネ 病 rPC R、 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ ELI S A、 rP C Rに つ い て は 検 査

担 当 者 と 同 じ 傾 向 の 結 果 が 得 ら れ た が 、 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ PCRに

つ い ては特異遺伝子が検出されず 、現在その原因を分析中である

（図 4 。）

③検査機器の精度管理

ピペットのメンテナンスとして ピペット付属の専用ツールによ

り分解、クリーニングを実施し た。分解は数分で行うことが可

能で、消毒用アルコールによる 清拭、Ｏリング部分のグリース

塗布等クリーニング作業は簡単 であった。使用期間の長いもの

は内部の汚れが重度であり、定 期的なメンテナンスの重要性を

再確認することができた（図 5、 6 。）

【まとめ】

検 査 の 精 度 管 理 に お け る 要 領 や SO Pの ひ な 型 は 国 か ら 示 さ れ て い

るが、外部精度管理や独自精度管理 の結果、ひな型だけでは不十分

であることが判明した。

本県の病性鑑定は一担当一人体制 であるが、今回の検査結果を踏

ま え た 本 県 独 自 の 要 領 お よ び SO Pを 作 成 す る こ と に よ り 、 重 要 な 検

査項目については病性鑑定課内で相 互補完が可能な体制を構築して

いきたい。また、ピペットの取り扱 いおよびメンテナンス方法につ

いては、畜産関係職員に広く周知していきたい。


